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「人生の達人」

宇
う と

土 ミドリ さん (73)
昭和 23 年、雲仙市国見町で生まれ、育つ。
昭和 45 年、結婚を機に有明町へ生活の場を
移す。共働きで４人の子どもを育てながら、
有明町漁協婦人部に加入。自然環境保護の観
点から女性団体へ呼びかけ、有明町の海や川
を守る活動を続けている。有明町漁協婦人部
長（H26 ～）、有明町海と川を守る会会長（H26
～）。有明町湯江在住。
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